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令和 ５年度

蝴翊鋺泥Ｅ咫きりＵス．［い
「まなびフェ スト」と は…

児童 ・保護者 ・教職員が

目標 を族有し、子 ども 遠の

確か な成Ｒに つな げる こと

を目 的と したものです。

－

Ｗｙ９≡ＩＬｊＳ

「知性を磨き、豊かな心を持ち、たくま しく生きる子」

ｔＪＺＬＳ

「よく勉強する子」「じょうぶな体の子」「思いやりのある子」

進んで学習に取り組み、自分の

考えを表現できる子ども

へ　 望ま しい集団をつ くり なが

ら、 大の話を聴き、自分の考

えを伝える。

２　 課題意識をもち、 見通しを

もって学習に取り組み、振り

返り を行 う。

３　 授業と連動した家庭学習を

行う。

低学年２０分　中学年３０分

以上　高学年５０分以上

１　 学習アンケー ト「自分の考

えを友達に伝えたり、 発表し

たり している」と答える児童

８０ ９ら以上 ＜Ｒ４：‾７２９６ン

２　 学校生活アンケー ト「進ん

で学習に取り組んでいる」に

［とても．と 蜃極的肯定の児も］ と積極白ち肯定のりぞ

童５ ０９６以上

＜Ｒ４：４３ ．４％ン

３　 ＣＲ ＴｍＳ・ 算数で、 全学

級が全国平均指数 １００以上

進んで運動に取り組み、規則正

しい生活ができる子ども

１　 毎日６０分運動し、体を鍛

える。

２「早寝、早起き、朝ごはん」

を合言葉に、 基本的生活習慣

を身に付ける。

３　 歯磨きを習慣化し、健康な

歯をつく る。

１　 体力 ・運動能力調査の

総合評価 （５ 段階 Ａ～Ｅ）の

Ａ・ Ｂ・ Ｃ段階の児童 ８５ ９６以上

＜Ｒ４： ８２ ．３ ％ン

２　 定期健康診断のミ満児童

２２ 人以下くＲ４：２８人ン

３　 学校生活アンケー ト「朝、

昼、 夜のＢ回、食後に歯みが

きを している」と答える児童

９１ ％以上くＲ３：９ １９６ン

・アンダーラインは、 今年度、 ま点とする指標です。

明るいあいさつを心がけ、 自他

のよさを認め合う子ども

１　 児童会とタイアップし、学

校でも地域でも進んであいさ

つする習慣をつける。

２　 読書を生活に位置づけ、個

人目標をもち、回書∃Ｅを積極

的に利用する。

３「なり たい自分」に向かっ

て、 行事や学期の節目 に振り

返り 、自他の変化や成Ｒを知

る。

１　 学校生活アンケー ト「すす

んで明る くあ いさ つや 返事

をしている」 と答える児童

９５ ９６以上 ＜Ｒ４：９０ ９６ン

２　 年間 目標冊数

低学年８０Ｒ　中学年６０Ｒ

高学年４０冊

個人目標Ｒ通達成 ８０９６以上

３　 学校生活アンケー ト「『な
ー

りたい自分』 に向かって、が

阮．ばってい る」 に「とても」

と積極的肯定のＲｍ８０（嶌

＜Ｒ４：ア５％ン

令和４年度保護者アンケー トで評価が低かった１１日 （４段階評価）＜全１１１日の平均は３．２ン

・子どもは、 時間やきまりを守って生活している。　　 ＜３．１ ン　 児童…＜ ３．４ン

・子どもは、 目標やめあてを意識して取り組んでいる。＜ ３．１ン　児童…＜ ３．６ン

・子どもは、 家庭学習に取り組んでいる。　　　　　　 く３．１ ン　 児童…＜ ３．３ン

（家庭学習の目標　低学年２０分　中学年３０分い、上　高学年５０分以上）

（年回目標読書Ｒ数　低学年８０Ｒ　中学年６０Ｒ　高学年４０Ｒ）

・子ども は、 自他のよさを認め合って生活している。　 く３ ．１ ン　 児童…く Ｂ．６ン

ｔＳ洫ＩＪ

「自分ら しく表現する子どもの育成」
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